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海底熱水噴出孔 お よび冷湧水域 の 底生生物 に共生 す る細菌の 系統解析

○ 山本啓之 、 加藤憲二
、 平石　明 、 藤倉克則

聖 マ リア ン ナ医科大学 、 信州大学医療技術短大 、 豊橋技術科 学大学 、 海洋技術セ ン タ
ー

温泉 と海底熱水噴出孔は ともに高温環境を形成 して い るが 、 温度分布 、 生物構成、 周辺

環境に大 きな違い が ある 。 陸上の 温泉で は温泉水 だけで 生物の 生息環境が形成されて お

り、好熱性細菌が優占種 として生息す る。

…方 、 海底の 熱水 噴出孔は低温 の 海水が 周辺

に存在 する こ とか ら高温環境 は噴出孔の 限 られ た範囲 に しか 存在 しな い 。 こ の ため 温 度

よ りは硫化水素や メ タ ン の 濃度が生 物の 生息環境を規定 して い る 。 この ような環境の 違

い が分離 され る細菌の 種類や生態 に相違 を生み 出 して い る 。 特 に、海底熱水噴出孔や 冷

湧水域 に 生息 する軟体動物 （シ ンカ イ ヒバ リガイ 、 シ ロ ウ リガ イな ど）や パ オ リム シ 類

な ど底生 生物 と共生 細菌 の 関係 は 、 細菌 と多細胞動物の 共進化の モ デル と見る こ とが で

きる 。 今回は 、 共生細菌の 16S　rRNA 遺伝子の 系統解析 とキ ノ ン分析の 結果 を報告す る 。

方法 ：

マ リア ナ海盆の シ ン カイ ヒバ リガイ 、 相模湾の シロ ウ リガイ 、 鹿児島湾の ハ オ リム シを

実験試料 と した 。 細菌に特異的な DNA プライ マ
ー によ り増 幅分離 した 16S　rRNA 遺伝

子の クロ
ー

ンの シー クエ ン ス をも とに系統解析 を した 。 デー ターベ ー
ス （DDBJ ）よ り

得 た遺伝子配列 を対照 として 系統 関係を算出した 。 ハ オ リム シ に つ い て は組織各部の 呼

吸鎖キ ノ ン を分析 した 。

結果 ：

噴出孔周辺 に生息する底生生物の 組織か ら分離され た共生細菌の 系統は 、 宿主生物 ご と

にか け離れて い た 。 デー ター ベ ース tに記載された塩基配列 との 比較で は 、 同種 と認め

られ る配列 が存在 して い ない 。 共生細菌が存在する ハ オ リム シの 組織か らは宿 主 と共生

細菌に 由来 と考え られる特徴 的なキ ノ ンが検出され た。

考察 ：

生 息する生物種 の 分布 と環境条件 を比較 して み ると 、 陸 ヒの 温泉では太古代 の 環境 がよ

り強 く残 されて い る と考えられ る 。 こ れに対 して 海底熱水噴出孔で は 、 底生生 物に共生

す る細菌に代表され るよ うに 、 真核生物 が登場 する原生代以 降の 生物進化の 歴史が強 く

現れて くる 。 今回の解析結果で は 、 共生 細菌は宿主特異性や 分布 に地域性 が あると考 え

られた。 系統解析か ら見 る と、 進化の過程で特定の菌種のみ が 共生能力 を獲得 して ・
つ

の 系統を維持 して きたの で は ない と考える 。

一 174 一

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　


